
をそ選つ書れ に 喚まれもしも者れし自ず楽心も「だ 二 かい「と 恩 L
継の詩か)た回結こ起子ばのく美はるさ然たしをた年っきそやい日お先いとこ
れ宇編挙ぽを ー 中ばのすど、を、じそ詩を界つい躍ちのたんうら選本話日が司'

喜怒言語A言宗え2習ESITz丈2E襲宗ず霊会長与 。て警?葉iit三ZE 5 
売をぽむ幼れ子時かさと詩は出りみか界さ思与のて、な 回れてが幼た話こ触き
{E Cく力いたの つんにのそしゃずか |せ議え詩く彼い 芽たはないと屋とれ
一てがが子 k文瀬弓のな心のですみら |て、たをれら子 主のいい子きのが
るおなつ ζ き学回 思直をまくいず最編く美いまるのど 記はけ、どが田あ、版
/らるいもか 」 さ い o 6 -，ないも号中生自社
れ」たの色(ん は ‘'・ ・ 一一 -- 前故いずのつ「和 v がの
ミととた宍中が 、斗ートX~主主主 F干司 a・ - の瀬」れたた雄 く志
u 、きめ「公書 つ十+ノln-弔=手二子弓n咽.:~•. 司......‘ こ回 だめアさ らの
志、のい新か いノ E ぜ一通...，.露呈イヂ盟.... -ー 冒 と貞 れの 72ん む高

タ
イ
ト
ル
は
、

「パ
タ
ポ
ン
①」

(
童
話
屋
)
。『
ま
り
ー
ち
ゃ
ん
と
ひ

つ
じ
』
(
岩
波
の
子
ど
も
の
本
)
に

出
て
く
る
羊
の
金
別
で
あ
る
。

「
は
る
の
さ
ん
ぽ
」
ま
ど
・
み
ち

お
/

「
の
の
は
な
」
谷
川
俊
太
郎
/

「
池
の
き
し
べ
で
」

A
-
A
-
ミ
ル

ン
/

「
影
」
与
回
準

一
/

「
思
い
出
」

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
リ
ン
ガ
ン
/

「も

く
で
き
ち
」

A
-
A
・
ミ
ル
ン
/

「
尺
取
虫
」
竹
久
夢
二
/

「
あ
し
お

と
」
大
木
実
/

「
さ
く
ら
」
ま
ど
・

み
ち
お
/

「
へ
の
へ
の
も
へ
じ
」
川

崎
洋
/

「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」
川
崎

洋
/

「
け
ん
か
な
ら
こ
い
」
谷
川
俊

太
郎
/
「
い
そ
が
し
い
」

A
-
A
-

ミ
ル
ン
/

「
は
だ
か
」
若
山
牧
水

小
生
は
、
ゲ
ラ
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
く
幸
運
に
事
官
ι
れ
た
。
な
ん
と
も

ス
テ
キ
だ
っ
た
。
小
さ
な
、
キ
レ
イ

な
函
の
な
か
に
、
見
た
こ
と
の
な
い

宝
石
た
ち
が
光
り
輝
い
て
い
る
。

帯
に
こ
う
書
い
て
あ
る
。

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も

た
ち
と

一
緒
に
、
う
た
っ
て
、
よ
ん

で
、
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の

心
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
詩
の

心
が
呼
び
さ
ま
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
た
ち
ま
ち
覚
え
て
、
口
ず
さ
む
こ

と
で
し
ょ
う
」

初
心
か
ら
二
O
年
、
こ
の

『幼
い

子
の
詩
集
パ
タ
ポ
ン
』
第

一
集
は
、

『声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語
』

を
は
じ
め
と
す
る
策
藤
孝
さ
ん
の
本

が
売
れ
て
い
る
背
景
も
あ
り
、
ス
パ

ラ
シ
イ
日
本
語
に
飢
え
て
い
る
現
代

人
に
受
け
止
め
ら
れ
る
。

m
M
Ho

-R「私
た
ち
は
消
費
主
義
に
毒
さ
れ

て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
性
の
あ
り

方
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
:
:
:
」

『あ
り
す
ぎ
る
性
欲
、
な
さ
す
ぎ
る

性
欲
』
(
草
思
社
)
は
、
男
と
女
の

関
係
を
、
も
う

一
度
、
血
の
通
っ
た

も
の
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
を
指
南
す
る
本
だ
。
売
れ
る
定

番
「
S
E
X
」
に
加
え
、
「
身
近
」

を
満
足
し
て
い
る
か
ら
、
安
定
し
て

売
れ
る
が
、
「
性
欲
」
と
タ
イ
ト
ル

に
入
る
と
、
読
者
は
買
い
に
く
く
な

い
だ
ろ
う
か
。
白
川H
。

女
「
恋
を
入
り
口
に
江
戸
を
語
り
、

江
戸
を
入
り
口
に
恋
を
語
る
。
初
恋
、

恋
文
、
性
愛
、
心
中
、
め
お
と
:
:
:
」

『江
戸
の
恋
』
(
集
英
社
)
と
は
、

イ
イ
書
名
だ
。
美
人
が
恋
に
つ
い
て

書
く
と
、
さ
ま
に
な
る
。
申
書
と
ネ

ー
ム
バ
リ
ュ
ー
、
新
書
の
気
安
さ
で

衝
動
貝
い
さ
れ
る

o
m弓

安
田
ん
ぽ
と
自
然
と
、
人
の
物
語
。

『メ
ダ
カ
が
田
ん
ぼ
に
帰
っ
た
日
』

(
学
習
研
究
社
)
は
、
本
当
の
自
然

と
の
共
存
を
考
え
る
オ
ス
ス
メ
本
。

「
田
ん
ぼ
を
耕
さ
ず
に
、
お
い
し
く

安
全
な
米
が
豊
富
に
穫
れ
る
驚
異
の

農
法
『
不
耕
起
栽
培
」。

と
こ
ろ
が

こ
の
農
法
、
単
な
る
収
穫
増
が
望
め

る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
/
な
ん
と
、

田
ん
ぼ
に

ρ

自
然
H

を
回
復
さ
せ

た
」
の
だ
っ
た
。
メ
ダ
カ
が
大
量
に

ふ
化
し
、
野
鳥
が
戻
っ
て
き
た
||。

メ
ダ
カ
で
売
れ
る
。
河
川H
。

-R『mw
歳
か
ら
の
都
会
2
田
舎
8
の

生
活
術
』
(
講
談
社
)
は
、
な
に
よ

り
も
、
読
者
の
あ
こ
が
れ
に
答
え
て

い
る
。
タ
イ
ト
ル
も
よ
く
て
、
河
付。

『ト
ッ
プ
に
学
べ
』

し

げ
己
東
京
「

k
e
y
n
o
-
t
E同
組

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ヌ
本
体
価

↑一一五
O
O円

経
済
番
組
「
k
e
y
N
o
t
e」すを
も

と
に
加
筆
。
ォ
リ
ツ
ク
ス
・
宮
内
義
重
宮
一

長
、
松
井
証
券
・
松
井
道
夫
社
長
、
日
本

郵
船
・
草
刈
隆
郎
社
長
な

ε四
五
入
の
企

業
リ
ー
ダ
ー
の
愛
重
に
は
、
ピ
ジ
ネ
又
成

功
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

「
下
町
防
や
め
て
三
ツ
テ
を
め
さ
を
旦

L
a
t
ト
l
i
l
l
f
i福
井
一回開

ウ
ヱ
ツ
ジ
本
体
価
格
一
八
O
O円

:

自
動
卵
割
ザ
畿
の
ミ
タ
カ
電
機
、
小
型
野

菜
調
理
器
の
千
葉
玉
業
所
な
ど
、
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
設
衛
で
隊
問
産
業
を
毘
拓
す
る
一
一一

ツ
チ
金
量
曹
の
蔀
密
を
公
開
。
不
況
知
ら
ま

の
怠
優
良
企
業
ル
求
。

『
田
明
暗
鐘
寓
コ
ン
セ
フ
ト
ヲ
ッ
ク
』

7
I
X・
グ
レ
ル
・
伊
山
下
・
ハ
同
砂
川
市
川
辺
国
畑

東
浮
経
清
新
報
社
志
金
値
省
一
え

0
0同

一O
Q
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
ち

ι、
二
一O

O
二
年
の
今
に
も
通
用
す
る
経
営
掌
の
厳

略
的
コ
シ
セ
ア
ト
を
説
〈
。
チ
ヱ
ン
一
ン
i

リ
ー
ダ
ー
の
本
質
強
か
ら
始
ま
ヲ
て
い
る
。

変
革
の
時
代
-廷
は
、
社
v

肉
の
-各
踏
患
に

「
晶
罰
烈
リ
ー
ダ
ー
」
の
存
在
が
ど
れ
だ
け

い
る
か
で
膨
負
が
波
宮
る
か
ら
だ
。

歪

ag書
て
冨
霊
Z
J
U霊

3

一王

J
時
弘
義
i
一
憶

が
ん
き
出
版
友
会
信
格
『
一
二
O
O円

バ
ブ
ル
期
に
も
て
は
や
さ
れ
た
ぜ
い
わ
ゆ

否
財
テ
ク
で
は
な
く
、
一成
長
ス
テ
l
d
ンや

グ
ル
1
7再
箇
と
H

V

O

た
企
業
の
実
態
に

金
言
語
豪
華
告
を
考
え
る
奇
襲
担
一

当
者
以
外
に
ち
わ
を
窓
よ
す
、
そ
の
厳
同
町

盟
諸
恩
涯
を
ケ
1
ス
を
も
と
に
解
説
。

ι
1
§
:
1撞

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
笹
本
金
価
格
一
主
0
6円

郊
外
の
住
宅
地
、
人
口
一
万
人
に
も
満
た

な
い
田
舎
町
広
暮
B
す
、
ご
く
普
通
の
λ

が
通
業
し
て
い
る
。
さ
行
家
2
4
の
太
手
銀

行
を
毘
冒
に
、
一
一o
G件
も
の
新
譲
事
業

に
融
資
し
て
き
た
東
京
市
民
パ
ン
ク
ほ
、

貸
倒
れ
ゼ
ロ
を
誇
る
。
産
業
繕
進
の
変
革

は
ま
ず
市
民
か
ら
、
と
語
る
ガ
イ
ド
。
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